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９
月
は
「
固
定
資
産
税
の
第
３
期
」

と
「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
３
期
」
の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

道
と
市
町
村
は
、
道
税
及
び
市
町
村

税
の
収
入
確
保
を
図
る
た
め
、
９
月
に

個
人
住
民
税
を
含
む
市
町
村
税
の
滞
納

事
案
に
つ
い
て
、
差
押
予
告
や
財
産
調

査
を
実
施
し
、
各
種
財
産
の
差
押
え
な

ど
、
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す
。

　

納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
急
に

納
税
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
道
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

■
北
海
道
宗
谷
総
合
振
興
局　

税
務
課

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
２
５
１
９

【
村
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

情報広場

白医

下村　敦史　著

末期がん患者の水木雅隆に安楽

死を行ったとして、 裁判を受け

る天心病院の医師 ・ 神崎秀輝。

「神崎先生は私から…愛する夫

を奪っていったんです…！」 証

人席から雅隆の妻 ・ 多香子が

悲痛な声をあげるも一向に口を

開こうとはしない。 そんな神崎に

は他にも２件、 安楽死の疑惑が

かかっていた。 患者思いで評判

だった医師がなぜ―？“安楽死”

をテーマに描く、 乱歩賞作家渾

身の医療ミステリー！

白鯨―ＭＯＢＹ ‐ ＤＩＣＫ

夢枕　獏  著

土佐の中浜村で漁師の次男と

して生まれ育った万次郎は、 鯨

漁に魅せられる。 やがて仲間た

ちと漁に出た際、 足摺岬の沖合

で遭難してしまう。 大海原に投

げ出された万次郎を救出したの

は、 米国の捕鯨船ピークオッド

号だった。 その船長 ・ エイハブ

は、 自分の片足を喰いちぎった

巨大な白いマッコウクジラ “モー

ビィ・ ディック” への復讐に異常

な執念を燃やし、乗り組員となっ

た万次郎を巻き込んでゆく。

雷神

道尾　秀介　著

埼玉で小料理屋を営む藤原

幸人のもとにかかってきた一

本の脅迫電話。 それが惨劇

の始まりだった。 昭和の終わ

り、藤原家に降りかかった「母

の不審死」 と 「毒殺事件」。

真相を解き明かすべく、 幸

人は姉の亜沙実らとともに、

30年の時を経て、 因習残る

故郷へと潜入調査を試みる。

北里柴三郎-伝染病とたたかった不屈の細菌学者

たから　しげる　文

「世の中の役に立つことをし

たい」 不屈の精神と地道な

努力によって、 伝染病の予

防や治療のために多くの発

見をし、 後に 「近代日本医

学の父」 と呼ばれるように

なった北里柴三郎の人生と、

彼をとりまく人びとを紹介す

る。

シェフでいこうぜ！

上條　さなえ 作

大斗の父ちゃんはタクシーの

運転手だ。 コロナのことが気

がかりで、 落ちこんでいる。

大斗は、 そんな父ちゃんをは

げましたくて、 ふるさとの味

を食べてもらおうと、「てびち」

作りにチャレンジする。 そし

て…、 ふるさと沖縄の、 海と

家族と、 たくさんのできごと

があったことを知る。

庭

自分ではわくわく少女だと

思っていた。 でも、 今のあ

たしは、 好きじゃない。 あ

あ、 無人島へ行きたい。 学

校生活に疲れたとげとげ少

女が向かったのは生命力あ

ふれるハワイ。 すがすがしい

香りの花々、 真っ青な空と

海、 雄大なハワイの景色、 そ

して、 彼女を待っていたのは

･･････？

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター
☎２－３６９５

上段 ： 一般図書
下段 ： 児童図書

▷教育委員会
☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
携
帯
コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
ビ
ス
で
も
入

手
で
き
ま
す
。
ま
た
、
「
竜
巻
発
生
確

度
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
で
は
竜
巻
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
い
領
域
を
確
認
で
き

る
の
で
、
命
を
守
る
た
め
に
も
気
象
情

報
を
う
ま
く
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

　　

我
が
国
の
食
料
・
農
林
水
産
業
は
、 

大
規
模
自
然
災
害
・
地
球
温
暖
化
・ 

生
産
者
の
減
少
等
の
生
産
基
盤
の
脆
弱

化
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
、 

新

型
コ
ロ
ナ
を
契
機
と
し
た
生
産
・
消
費

の
変
化
な
ど
の
政
策
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
食
料
の
安
定

供
給
を
図
る
た
め
に
は
、
災
害
や
温
暖

化
に
強
く
、
生
産
者
の
減
少
や
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
も
見
据
え
た
農
林
水
産
行
政
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、 

健
康
な
食
生
活
や

持
続
的
な
生
産
、
消
費
の
活
発
化
や 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
市
場
の
拡
大
に
加
え
、 

諸

　

竜
巻
は
季
節
を
問
わ
ず
発
生
し
ま
す

が
、
北
海
道
で
は
秋
か
ら
初
冬
の
寒
冷

前
線
通
過
時
に
特
に
多
く
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
宗
谷
地
方
で
も
過
去
に
数
件

の
被
害
事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
も

９
月
20
日
に
礼
文
町
ウ
ヱ
ン
ト
マ
リ
地

区
で
竜
巻
が
発
生
し
、
住
家
屋
根
の
は

く
離
や
倉
庫
の
破
損
な
ど
多
く
の
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

竜
巻
は
恐
ろ
し
い
現
象
で
す
。
竜
巻

に
遭
遇
し
た
人
へ
の
調
査
で
は
「
雲
の

底
か
ら
伸
び
る
（
漏
斗
状
の
）
雲
を
見

た
」
「
物
が
回
転
し
な
が
ら
舞
い
上
が

る
の
を
見
た
」
「
ゴ
ー
と
い
う
音
が
し

た
」
「
耳
が
キ
ー
ン
と
な
っ
た
」
と
い

う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
遭
遇
し
た
ら
、
す
ぐ
に
頑
丈
な
建

物
の
中
に
避
難
、
家
の
中
で
は
窓
は
必

ず
閉
め
て
カ
ー
テ
ン
を
引
き
、
低
い
階

の
部
屋
に
移
動
す
る
な
ど
、
身
を
守
る

た
め
の
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

気
象
台
で
は
、
竜
巻
が
発
生
し
や
す

い
気
象
状
況
が
予
想
さ
れ
た
場
合
、
突

風
が
発
生
す
る
可
能
性
の
確
度
に
応
じ

て
段
階
的
に
気
象
情
報
を
発
表
し
ま

す
。
こ
の
気
象
情
報
は
、
気
象
庁
ホ
ー

外
国
で
も
環
境
や
健
康
に
関
す
る
戦
略

を
策
定
す
る
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。
今
後 

、
こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
環
境
を
重
視
す
る
国
内
外
の
動
き
が

加
速
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
中
、
我

が
国
の
食
料
・
農
林
水
産
業
に
お
い

て
も
こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
し
、 

持
続

可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
３
年
５

月
に
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
力
向

上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
実
現
す
る 

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た 

。

■
農
林
水
産
省
北
海
道
農
政
事
務
所
企

画
調
整
室

☎
０
１
１
‐
３
３
０
‐
８
８
０
１

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略

道
税
及
び
市
町
村
税
の
　
　
　

　
　
滞
納
整
理
を
実
施
し
ま
す

小手鞠　るい  著

竜
巻
か
ら

　
　
　
身
を
守
る
た
め
に

税
務
係
か
ら
　
　
　
　
　

　
　
　
納
期
の
お
知
ら
せ

　

道
が
行
っ
た
業
務
や
内
容
を
審
査
す

る
制
度
が
、
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」

制
度
で
す
。
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関

す
る
苦
情
で
あ
れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員

に
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
代

わ
っ
て
、
苦
情
審
査
委
員
が
公
正
で
中

立
的
な
立
場
か
ら
、
同
の
関
係
機
関
に

対
し
、
必
要
な
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な
点

や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
道
の

期
間
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。
個

人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
し
ま

す
。

①
苦
情
申
し
立
て
の
窓
口
は
、
道
庁
の

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
か
各
総
合
振
興
局

の
総
務
課
。

②
苦
情
申
立
書
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

③
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
立
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
総
合
案
内
」
の
道

政
相
談
等
の
窓
口
→
「
２
．
苦
情
審
査

委
員
窓
口
」
道
政
に
関
す
る
苦
情
申
し

立
て
は
、
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
へ
→

４
．
苦
情
申
立
て
に
つ
い
て

④
苦
情
申
立
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入

し
、
苦
情
申
し
立
て
の
窓
口
に
提
出
。

ま
た
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
も
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

■
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相

談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
５
２
３

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る

停
電
情
報
の
お
知
ら
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
エ
リ
ア
情
報
を
登
録
を
す
る
だ
け

で
停
電
発
生
時
・
解
消
時
に
停
電
情
報

が
送
ら
れ
ま
す
。
停
電
時
に
通
知
が
来

て
、
す
ぐ
に
状
況
を
確
認
で
き
る
の

で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
安
心
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
30
秒
で
簡
単
に
登
録
で
き
る

の
で
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

お
友
達
追
加
は
こ
ち
ら
か
ら

■
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

☎
０
１
１
‐
２
５
１
‐
１
１
２
３　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
苦
情
審
査
委
員
」
制
度

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
停
電
情
報
を

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

先月の広報猿払８月号において、
内容に一部誤りがありました。お
詫びいたしますとともに、謹んで
訂正させていただきます。

＜訂正前＞
12ページ「浜猿払漁港の維持補修
に感謝を込めて」記事内の企業名
×田中福永草地経常建設共同企業
　体様
＜訂正後＞
〇安田建設株式会社様




